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上
程
さ
れ
た
条
例
案
件
は
４
件
で
、
い

ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

■
木
島
平
村
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附
金
条

　
例
の
一
部
改
正

　

寄
附
す
る
人
が
寄
附
金
の
使
い
み
ち
を

選
択
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

す
で
に
規
則
で
定
め
て
い
る
事
業
の
ほ
か

に
、
使
い
み
ち
に
柔
軟
性
を
持
た
せ
る
た

め
、
新
た
に
、
村
長
が
特
に
認
め
た
事
業

の
条
文
を
加
え
た
改
正
で
す
。

■
木
島
平
村
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関

　
す
る
条
例
の
制
定

　

適
正
に
管
理
が
さ
れ
て
い
な
い
空
き
家

等
が
防
災
、
衛
生
、
景
観
な
ど
、
村
民
の

生
活
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
村
民
の
安
全
と
安
心
を
確
保
す
る

た
め
、
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
し
て
、

必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
で
す
。
情
報

提
供
か
ら
立
ち
入
り
調
査
、
緊
急
安
全
措

置
、
助
言
と
指
導
と
勧
告
、
命
令
及
び
代

▼
開
会
日　

５
月
30
日
は
、
会
期
を
６
月
12
日
ま
で
の
14
日
間
と
す
る
決
定
を

行
い
、
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
14
議
案
を
上
程
し
、
提
案
理
由

の
説
明
を
受
け
、質
疑
を
経
て
所
管
の
常
任
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。
ま
た
、

期
限
ま
で
に
提
出
さ
れ
た
請
願
４
件
、
陳
情
４
件
を
上
程
し
、
ほ
か
の
議
案
と

と
も
に
所
菅
の
委
員
会
へ
付
託
し
ま
し
た
。

▼
常
任
委
員
会　

６
月
３
日
か
ら
各
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
案
件
の
審
査

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
農
の
拠
点
施
設
整
備
事
業
に
係
る
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て
議
論
が
集
中
し
、
審
議
予
定
を
11
日
ま
で
伸
ば

し
て
よ
う
や
く
審
査
意
見
が
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

▼
一
般
質
問　

10
日
か
ら
11
日
ま
で
、
７
人
の
議
員
が
、
農
の
拠
点
施
設
整
備

事
業
、
役
場
周
辺
整
備
事
業
、
人
口
減
少
問
題
な
ど
、
村
政
の
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

▼
閉
会
日
・
採
決　

12
日
は
、
各
委
員
長
が
付
託
議
案
等
の
審
査
結
果
に
つ
い

て
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
討
論
、
採
決
の
結
果
、
委
員
長
報
告
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。
な
お
、
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て
は

委
員
長
報
告
の
と
お
り
修
正
可
決
と
な
り
ま
し
た
が
、
再
議
の
末
、
原
案
の
と

お
り
可
決
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
定
数
が
現
在
の
12
人
か
ら
２
人
削
減

さ
れ
、
次
の
選
挙
か
ら
10
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
第
２
回
定
例
会
は
、

５
月
30
日
か
ら
６
月
12
日
ま
で
14

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

上
程
さ
れ
た
議
案
は
、
平
成
26

年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
補

正
予
算
６
件
を
は
じ
め
、
条
例
案

４
件
、
事
件
案
１
件
、
議
員
発
議

３
件
の
計
14
件
で
し
た
。
ま
た
、

請
願
・
陳
情
合
わ
せ
て
８
件
が
出

願
さ
れ
ま
し
た
。

上程１４議案を審議
５月３０日から６月１２日まで

平成26年（６月）第２回定例会平成26年（６月）第２回定例会

平
成
26
年
第
２
回
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

条　

例
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執
行
ま
で
規
則
で
定
め
る
も
の
で
す
。
村

民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
、
募
集
の
手
続
き

を
へ
て
、
制
定
す
る
も
の
で
す
。

　

議
決
後
、
６
カ
月
の
周
知
期
間
を
設
け
、

来
年
１
月
１
日
か
ら
施
行
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

■
木
島
平
村
若
者
住
宅
条
例
の

　
一
部
改
正

　

今
年
３
月
末
に
完
成
を
し
た
、
か
に
沢

モ
デ
ル
住
宅
を
賃
貸
す
る
た
め
、
若
者
住

宅
条
例
に
賃
貸
物
件
と
し
て
追
加
を
す
る

た
め
の
一
部
改
正
で
す
。
賃
貸
料
は
、
月

６
万
円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
木
島
平
村
農
村
交
流
館
条
例
の

　
一
部
改
正

　

音
楽
室
の
使
用
料
の
規
則
の
定
め
が
無

か
っ
た
た
め
、
会
議
室
の
区
分
に
音
楽
室

を
加
え
て
、
使
用
料
を
定
め
る
改
正
で
す
。

　

上
程
さ
れ
た
一
般
会
計
、
各
特
別
会
計

補
正
予
算
案
件
は
合
わ
せ
て
６
件
で
、
そ

の
う
ち
農
の
拠
点
施
設
整
備
関
連
費
を
含

む
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
は
修

正
可
決
後
、
再
議
（
※
下
段
参
照
）の
末
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ

か
、
主
な
補
正
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
平
成
26
年
度
木
島
平
村
一
般
会
計
補

　
正
予
算
（
第
２
号
）

　

歳
入
、
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
６
億
９
７
４

０
万
７
０
０
０
円
を
追
加
し
、
総
額
を
40

億
５
０
９
１
万
５
０
０
０
円
と
す
る
補
正

予
算
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
歳
出
で
は
総
務
費
で
、

ふ
る
さ
と
寄
附
金
に
係
る
給
付
者
へ
の
特

典
を
付
与
す
る
た
め
の
経
費
等
、
１
７
９

万
円
が
新
規
に
計
上
さ
れ
た
。

　

地
方
自
治
法
が
定
め
て
い
る
議
会
に

対
す
る
首
長
の
拒
否
権
。

　

長
と
議
会
と
の
意
見
対
立
の
調
整

と
、議
決
な
ど
の
適
正
の
確
保
を
図
り
、

地
方
公
共
団
体
運
営
の
停
滞
と
混
乱
を

避
け
る
た
め
の
制
度
。

　

条
例
の
制
定
や
改
廃
、
予
算
に
関
す

る
議
会
の
議
決
に
異
議
が
あ
る
場
合
、

首
長
は
審
議
を
や
り
直
す
「
再
議
」
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

再
議
後
、
再
び
同
じ
議
案
を
可
決
さ

せ
る
た
め
に
は
、
出
席
議
員
の
３
分
の

２
以
上
の
賛
成
が
必
要
。　

　

今
回
の
村
議
会
で
は
、
村
長
の
再
議

権
行
使
に
対
し
て
、
本
会
議
で
の
修
正

案
可
決
を
確
定
さ
せ
る
た
め
の
、
３
分

の
２
の
議
員
（
８
人
）
の
同
意
が
得
ら

れ
ず
、
村
提
案
の
原
案
を
再
審
議
、
議

員
の
賛
否
が
逆
転
し
、
原
案
可
決
と

な
っ
た
。

Ｑ

Ａ
＆

「
再
議
」
と
は

予　

算

平成26年第２回定例会議決結果

予算議案

議第63号 平成26年度木島平村一般会計補正予算
（第２号）について 可決

議第64号 平成26年度木島平村情報通信施設特別会
計補正予算（第１号）について 可決

議第65号 平成26年度木島平村観光施設特別会計補
正予算（第１号）について 可決

議第66号 平成26年度木島平村下水道特別会計補正
予算（第１号）について 可決

議第67号 平成26年度木島平村高社簡易水道特別会
計補正予算（第１号）について 可決

議第68号 平成26年度木島平村水道事業会計補正予
算（第１号）について 可決

条例議案

議第59号 木島平村ふるさとづくり寄附金条例の一部
改正について 可決

議第60号 木島平村空き家等の適正管理に関する条例
の制定について 可決

議第61号 木島平村若者住宅条例の一部改正について 可決

議第62号 木島平村農村交流館条例の一部改正につい
て 可決

事件議案

議第69号

北信地域町村交通災害共済事務組合を組織
する地方公共団体の数の増加及び北信地域
町村交通災害共済事務組合規約の全部変更
について

可決

議員発議

発議第５号 木島平村議会議員の定数に関する条例の一
部改正について 可決

発議第６号 「義務教育費国庫負担制度」の堅持を求め
る意見書について 可決

発議第７号 国の責任による３５人以下学級推進と教育
予算の増額を求める意見書について 可決
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民
生
費
で
は
臨
時
福
祉
給
付
金
支
給
の

た
め
の
事
務
経
費
１
８
６
万
円
を
新
規
に

計
上
し
た
ほ
か
、
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別

給
付
金
支
払
事
務
費
39
万
円
が
同
様
に
計

上
さ
れ
た
。

　

農
林
水
産
業
費
で
は
、
農
の
拠
点
施
設

整
備
に
、
６
億
６
４
６
０
万
円
を
新
規
に

計
上
し
た
ほ
か
、
有
機
セ
ン
タ
ー
修
繕
費

等
２
１
２
万
円
を
増
額
計
上
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
制
度
が
改
正
さ
れ
た
多
面
的
機

能
支
払
交
付
金
の
要
望
地
区
、
３
地
区
に

対
応
す
る
た
め
の
村
負
担
分
１
４
６
万
円

が
新
規
に
計
上
さ
れ
た
。

　

土
木
費
で
は
、
村
道
法
面
等
の
修
繕
に

75
万
円
。
今
年
度
予
定
し
て
い
た
村
道
改

良
の
延
長
の
増
等
に
よ
り
、
２
路
線
で

５
０
９
万
円
が
増
額
計
上
さ
れ
た
。

　

消
防
費
で
は
、
ス
キ
ー
場
地
区
の
消
火

栓
器
具
箱
の
修
繕
及
び
器
具
の
補
充
等
に

42
万
円
。
消
火
栓
の
移
転
工
事
負
担
に

53
万
円
が
新
規
に
計
上
さ
れ
た
。

　

災
害
復
旧
費
で
は
、
農
地
及
び
農
業
用

施
設
災
害
復
旧
に
係
る
経
費
、
３
カ
所
分

で
５
１
４
万
円
が
計
上
さ
れ
た
。

　

歳
入
で
は
、
農
の
拠
点
施
設
整
備
に
係

る
国
庫
補
助
金
２
億
７
５
０
０
万
円
を
新

規
に
計
上
し
た
ほ
か
、
経
済
対
策
事
業
の

実
施
に
伴
っ
て
交
付
さ
れ
る
、
が
ん
ば
る

地
域
交
付
金
１
億
４
５
０
万
円
が
計
上
さ

れ
た
。
ま
た
、
農
の
拠
点
施
設
整
備
の
財

源
に
充
当
す
る
た
め
、
過
疎
対
策
事
業
債

１
億
５
０
０
０
万
円
が
計
上
さ
れ
、
今
、

補
正
予
算
全
体
で
不
足
す
る
財
源
に
つ
い

て
は
、
地
方
交
付
税
及
び
財
政
調
整
基
金

繰
入
金
を
増
額
計
上
し
て
、
最
終
調
整
が

行
な
わ
れ
た
。

■
平
成
26
年
度
木
島
平
村
情
報
通
信
施
設

　
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
、
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
１
６
５
万
３

０
０
０
円
を
追
加
し
、
総
額
を
１
億
５
６

９
万
７
０
０
０
円
と
す
る
補
正
予
算
で
す
。

共
済
責
任
額
の
変
更
に
伴
う
災
害
共
済
保

険
料
10
万
１
０
０
０
円
の
増
額
及
び
著
作

権
使
用
料
17
万
５
０
０
０
円
の
新
規
計

上
。
ま
た
、
情
報
通
信
事
業
費
で
は
Ｖ
Ｏ

Ｄ
サ
ー
バ
ー
及
び
音
声
告
知
端
末
の
修
繕

に
併
せ
、
63
万
１
０
０
０
円
を
増
額
計
上
。

工
事
費
で
は
、
飯
山
市
中
央
橋
の
架
け
替

え
に
伴
う
光
ケ
ー
ブ
ル
の
移
設
補
償
工
事

費
74
万
６
０
０
０
円
が
新
規
に
計
上
さ
れ

た
。

　

不
足
す
る
財
源
に
つ
い
て
は
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
金
96
万
３
０
０
０
円
を

増
額
し
て
、
歳
入
、
歳
出
予
算
が
調
整
さ

れ
た
。

■
平
成
26
年
度
木
島
平
村
観
光
施
設
特
別

　
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
、
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
１
２
９
万
１

０
０
０
円
を
追
加
し
、
総
額
を
３
６
１
３

万
３
０
０
０
円
と
す
る
補
正
予
算
で
す
。

　

補
正
内
容
は
、
ホ
テ
ル
パ
ノ
ラ
マ
ラ
ン

ド
木
島
平
の
露
天
風
呂
ボ
イ
ラ
ー
の
故

障
修
繕
費
を
新
規
に
計
上
す
る
も
の
で

す
。
財
源
は
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

で
調
整
さ
れ
た
。

■
平
成
26
年
度
木
島
平
村
下
水
道
特
別
会

　
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
、
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
１
１
０
万
８

０
０
０
円
を
追
加
し
、
総
額
を
４
億
６
１

６
３
万
４
０
０
０
円
と
す
る
補
正
予
算
で

す
。
内
容
は
、
自
動
検
針
委
託
料
を
増
額

す
る
補
正
予
算
で
す
。
財
源
は
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
金
で
調
整
さ
れ
た
。

■
平
成
26
年
度
木
島
平
村
高
社
簡
易
水
道

　
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
、
歳
出
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
27
万
２
０

０
０
円
を
減
額
し
、
総
額
を
１
１
９
０
万

４
０
０
０
円
と
す
る
補
正
予
算
で
す
。

　

内
容
は
、
自
動
検
針
シ
ス
テ
ム
使
用

料
を
54
万
５
０
０
０
円
減
額
し
、
代
わ

り
に
自
動
検
針
シ
ス
テ
ム
負
担
金
を

18
万
６
０
０
０
円
増
額
す
る
補
正
予
算
で

す
。

■
平
成
26
年
度
木
島
平
村
水
道
事
業
会
計

　
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

収
益
勘
定
で
は
、
収
入
、
支
出
に
そ
れ

ぞ
れ
１
５
６
万
５
０
０
０
円
を
追
加
し
、

総
額
を
１
億
１
５
８
万
２
０
０
０
円
と
す

る
補
正
予
算
で
す
。

　

内
容
は
、
自
動
検
針
シ
ス
テ
ム
使
用
料

を
増
額
し
、
メ
ー
タ
ー
検
針
賃
金
を
減
額

し
て
調
整
を
す
る
補
正
予
算
で
す
。

　

ま
た
資
本
勘
定
で
は
、
消
火
栓
移
設
工

事
費
52
万
８
０
０
０
円
を
増
額
す
る
ほ

か
、
内
山
水
源
水
中
ポ
ン
プ
故
障
の
た

め
、
入
れ
替
え
が
必
要
と
な
り
、
工
事
費

１
０
０
２
万
８
０
０
０
円
を
新
規
に
計
上

す
る
も
の
で
す
。
財
源
は
、
企
業
債
等
で

措
置
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

■
北
信
地
域
町
村
交
通
災
害
共
済
事
務
組

　
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の

　
増
加
及
び
北
信
地
域
町
村
交
通
災
害
共

　
済
事
務
組
合
規
約
の
全
部
変
更

　

北
信
地
域
町
村
交
通
災
害
共
済
事
務
組

合
と
東
信
地
区
交
通
災
害
共
済
組
合
が
、

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
合
併
す
る
こ
と

に
伴
い
、
一
部
事
務
組
合
を
構
成
す
る
自

治
体
の
数
の
増
減
及
び
規
約
を
変
更
し
よ

事　

件

上程議案の説明をする芳川村長
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う
と
す
る
と
き
は
、
地
方
自
治
法
の
規
定

に
よ
り
、
手
続
き
と
し
て
構
成
市
町
村
の

議
会
の
議
決
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
地
方

公
共
団
体
の
数
の
増
加
及
び
規
約
の
全
部

変
更
に
つ
い
て
提
案
す
る
も
の
で
す
。
具

体
的
に
は
、
名
称
を
東
北
信
市
町
村
交
通

災
害
共
済
事
務
組
合
に
改
正
を
し
、
北
信

を
構
成
し
て
い
た
９
町
村
に
、
東
信
を
構

成
し
て
い
た
13
市
町
村
を
加
え
て
、
22
市

町
村
と
し
て
、
規
約
を
全
部
改
正
す
る
も

の
で
す
。

■
木
島
平
村
議
会
議
員
の
定
数
に
関
す
る

　
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

本
案
件
は
、
平
成
23
年
に
開
い
た
村
民

と
議
会
の
懇
談
会
の
際
に
提
案
さ
れ
た
意

見
を
受
け
、
平
成
24
年
か
ら
議
会
改
革
特

別
委
員
会
に
お
い
て
、
近
隣
市
町
村
の
定

数
や
報
酬
等
の
状
況
を
調
査
・
検
討
を
し
、

さ
ら
に
平
成
25
年
か
ら
全
員
協
議
会
で
審

議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

近
々
で
は
計
６
回
の
話
し
合
い
を
行
い
、

３
月
14
日
に
記
名
投
票
を
実
施
し
、
定
数

減
が
多
数
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
４
月
16
日
に
、
６
月
定
例
村
議
会

に
上
程
す
る
旨
を
確
認
し
た
う
え
で
の
提

案
で
す
。

　

請
願
４
件
、
陳
情
４
件
が
出
願
さ
れ
ま

し
た
。
審
査
結
果
は
左
の
表
の
と
お
り
で

す
。

発
議
・
意
見
書

請
願
・
陳
情

〇
次
回
の
議
会
定
例
会
開
催
予
定

　
８
／
29
（
金
）
～
９
／
12
（
金
）

〇
請
願
・
陳
情
の
受
付
締
切
日

　
８
／
22
（
金
）

　

受
付
締
切
日
は
、
議
会
開
催
日
１
週

間
前
と
な
っ
て
い
ま
す
。
提
出
に
際
し

開
催
日
等
を
ご
確
認
の
う
え
、
早
め
に

議
会
事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
直
接
、
議
会
事
務
局
に
ご
持
参

の
う
え
、
事
務
局
員
に
説
明
を
お
願
い

し
ま
す
。・・

・
・
・
・
・
・
・
・

　

い
つ
も
議
会
だ
よ
り
を
お
読
み
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
が
、
村
民
の
皆
様
に

と
っ
て
少
し
で
も
わ
か
り
や
す
く
、
読

み
や
す
く
、
気
軽
に
村
議
会
の
現
状
を

ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
に
と
、
編
集
委

員
が
意
を
尽
く
し
て
お
り
ま
す
が
、
紙

面
の
都
合
も
あ
り
、
議
会
だ
よ
り
だ
け

で
は
、
議
会
で
議
論
さ
れ
て
い
る
さ
ま

ざ
ま
な
事
案
の
経
過
す
べ
て
を
掲
載
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

時
に
は
、本
会
議
の
傍
聴
を
し
た
り
、

ふ
う
太
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
生
中
継
・
録
画

中
継
等
を
ご
覧
に
な
っ
て
、
村
議
会
を

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　

６
月
定
例
村
議
会
の
行
政
事
務
一
般

質
問
の
内
容
は
、
議
会
だ
よ
り
８
月
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
知
ら
せ

請願・陳情審査結果

陳情第５号 「集団的自衛権の行使は憲法上許されない」とする
政府見解の堅持を求める陳情 継　　続

陳情第６号 集団的自衛権についての憲法解釈変更しないよう関
係機関に意見書を提出することに関する陳情 継　　続

陳情第７号 議員定数削減しない事を求める陳情書 不  採  択

陳情第８号
自治体における政党機関紙「しんぶん赤旗」の勧誘・
配布・販売について自治体独自での実態調査及び是
正を求める陳情

継　　続

請願第２号 「義務教育費国保負担制度」の堅持を求める請願書 採　　択

請願第３号 国の責任による 35 人以下学級推進と、教育予算の
増額を求める意見書提出に関する請願書 採　　択

請願第４号 農業の６次産業化事業の推進を求める請願書 趣旨採択

請願第５号 農の拠点施設建設の早期実現を求める請願書 趣旨採択

議員定数について検討する各議員


